
　

平
成
二
十
六
年
四
月
二
日
、
名
古
屋

観
光
ホ
テ
ル
一
八
階
「
鈴
鹿
の
間
」（
名

古
屋
市
中
区
錦
一
丁
目
一
九

－

三
〇
）

に
て
、
第
二
回
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」

例
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
は
、
愛
知
県
・

岐
阜
県
・
三
重
県
に
拠
点
を
有
す
る

ト
ッ
プ
経
営
者
を
中
心
と
し
た
異
業
種

交
流
会
。
経
営
者
同
士
の
知
識
・
情
報

の
交
換
お
よ
び
意
識
向
上
の
機
会
を
設

け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

第
二
回
の
例
会
と
な
る
当
日
は
、
午

後
六
時
か
ら
受
付
を
開
始
。
正
会
員
・

準
会
員
を
含
め
中
部
地
区
で
活
躍
す
る

経
営
者
ら
約
三
〇
名
が
出
席
し

た
。

　

午
後
六
時
四
十
五
分
か
ら
の

第
一
部
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中

部
日
中
経
済
交
流
会
会
長
・
理

事
長
で
あ
る
大
矢
裕
慈
氏
を
講

師
に
迎
え
、
演
題
を
「
中
国
人

と
の
つ
き
あ
い
方
」
と
し
て
講

演
。

　

同
会
の
目
的
は
、
日
中
両
国

民
間
の
相
互
理
解
と
友
好
関
係

を
増
進
し
、
発
展
さ
せ
る
た
め

に
、
中
部
地
区
内
で
経
済
・
文

化
な
ど
各
分
野
で
の
交
流
事
業

を
行
い
、
国
際
協
力
の
推
進
・

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
。
定
例

会
開
催
を
兼
ね
た
ビ
ジ
ネ
ス
視
察
旅
行

や
、
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
・
協

力
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

当
日
は
会
の
紹
介
と
共
に
、
中
川
日

産
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
で
も
あ
る
大

矢
氏
が
ビ
ジ
ネ
ス
や
会
の
活
動
を
通
じ

て
蓄
え
た
、
中
国
人
と
の
交
流
の
秘
訣

を
披
露
。酒
席
で
の
驚
き
の
慣
習
か
ら
、

共
産
党
の
組
織
図
に
つ
い
て
ま
で
広
く

語
っ
た
。
ま
た
、
質
問
に
答
え
て
今
後

の
日
中
関
係
の
見
通
し
に
つ
い
て
も
解

説
し
た
。

　

午
後
七
時
三
十
分
か
ら
の
第
二
部
で

は
、
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
中
部
経
済
産
業

局
の
山
本
雅
史
局
長
が
「
中
部
日
中
経

済
交
流
会
に
は
参
加
し
て
い
る
が
、
聞

い
た
こ
と
の
な
い
話
が
あ
り
有
益
だ
っ

た
」
と
語
り
、
東
海
財
界
倶
楽
部
の
発

展
を
祈
っ
て
乾
杯
。
立
食
形
式
で
の
晩

餐
を
交
え
た
親
睦
会
が
和
や
か
に
行
わ

れ
た
。

　

最
後
は
日
本
公
認
会
計
士
協
会
東
海

会
の
渡
辺
錠
一
事
務
局
長
に
よ
る
一
本

締
め
に
よ
る
中
締
め
が
行
わ
れ
た
。

　

次
回
の
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
例
会

は
平
成
二
十
六
年
六
月
六
日
午
後
六
時

半
よ
り
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
レ
ス
ト
ラ

ン
一
四
階
「
暁
の
間
」
に
て
開
催
予
定
。

第２回「東海財界倶楽部」例会開催

中部日中経済交流会会長
大矢裕慈氏を招いて開催

　

平
成
二
十
六
年
四
月
二
日
、
第
二
回
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
例
会
が

開
催
さ
れ
た
。
同
会
は
東
海
地
方
で
活
躍
す
る
経
営
者
を
中
心
と
し
た

異
業
種
交
流
会
。
当
日
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
部
日
中
経
済
交
流
会
会
長
・

理
事
長
の
大
矢
裕
慈
氏
が
「
中
国
人
と
の
つ
き
あ
い
方
」
と
題
し
て
講

演
。
親
睦
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

講演を行う大矢裕慈氏


